
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立浦和別所小学校 ）     学校番号 ０１０                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 保護者・地域と絆を深め、親しまれ、信頼される学校        

          

重 点 目 標 

１ 確かな学力の向上と、自立した行動ができる児童の育成。  
２ 家庭・地域との連携強化。 
３ 安全で清潔な環境の整備による安全・安心な学校づくり。 
４ 教職員の指導力向上と働き方改革の意識の醸成。 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語・算数ともに全国、市平均と比べて良

好な結果である。 

〇学校評価（児童アンケート）において「学習が

楽しい」の肯定的な回答をした児童の割合は８

９％であった。 

〈課題〉 

〇学校評価（児童アンケート）の結果「授業で

は、よく話合い活動をして、友達と意見交換を

しています。」の「そう思う」の回答が５１％

に対して「授業では、自分の考えを発信、発表

をしています。」が３８％で、差が見られた。

全体の前でも自信をもって考えを伝えられる力

の育成が課題である。 

・自ら学び、考

え、判断し、

よりよく問題

を解決できる

子の育成 

 

 

 

① 算数科の授業で前時までの学習の

振り返りを適宜行い、学習内容を

教室に掲示して児童が自ら既習事

項を想起し、これを生かして新た

な課題に主体的に取り組めるよう

にする。 

② 授業で 1人 1 台端末を活用した、多様な

学びの場を設定し実践する。 

① 学校課題研究で実施する算数科の

児童アンケートを年間２回以上実

施し、児童の変容について検証し

授業改善できたか。 

② 学校自己評価に係る児童アンケー

トにおいて、端末の活用に関連す

る項目の肯定的な回答の割合が９

０％以上となったか。 

 

 

 

  
・豊かなかかわ

り合いをはぐ

くむために、

特色ある教育

活動（浦和別

所小のめざす

子ども像「べ

っしょのよい

子」）の実践 

① 対話的に学び合う授業について学

校課題研究で低・中・高学年ごと

に目指す児童像を系統的に設定し

実践する。 

② さいたま市人権教育研究発表会に

おいて「人権教育上の視点」「人

権教育上の配慮」を盛り込んだ授

業実践をする。 

① 学校課題研究で実施する児童アン

ケートで「自分の意見や考えを説

明したり発表したりしています

か。」について肯定的な回答９

０％以上とすることができたか。 

② 学校課題研究で実施する児童アン

ケートで「学習を通して、色々な

考えを知ることができています

か。」について肯定的な回答を９

０％以上とすることができたか。 
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〈現状〉 

〇本年度、本校学校運営協議会を立ち上げ、目指

す児童の姿について共有するとともに、「学

校・家庭・地域が連携して取り組む『安全な登

下校』」について熟議を行った。 

〈課題〉 

〇今年度は、学校運営協議会で共有した目指す児

童の姿を、家庭、地域等に広め、「学校・家

庭・地域が連携して取り組む『安全な登下

校』」について熟議を重ね、具体的な対策を明

確にし、実行していく。 

・目指す児童像

について学校

運営協議会で

の共有と連携 

 

① 年に３回の学校運営協議会で「安

全な登下校」について熟議し、具

体的な対策を明確にし、実行す

る。 

② ＨＰに教育活動の様子を掲載し、

３日に１回更新し、発信する。 

① 学校運営協議会での熟議の場面で

決定事項について説明したか。 

② 学校自己評価保護者アンケート

「情報公開をし、開かれた学校」

の項目の肯定的な回答を９０％以

上とすることができたか。 

   

  ・ 児 童 に よ る

「安全な登下

校」の継続的

な取組につい

て地域 

① 学校だよりに決定したきまりにつ

いて掲載し、保護者、地域に連携

を呼びかける。 

② 「浦和別所小の登下校のきまり」

について学校運営協議会を通して

発信し、共有して共通意識、共通

行動で指導を行う。 

① 学校だよりに決定した決まりを掲

載したか。 

② 学校自己評価保護者アンケート

「児童は、登下校時のマナーや下

校時刻を守っています。」の項目

の肯定的な回答を６０％以上とす

ることができたか。 

   

3 

〈現状〉 

〇本校は児童数１，１８０名を超える大規模校で

あり、児童数が年々増加傾向にあり、学区も広

い。また、児童の通学路は交通量が多いうえに

道幅が狭い現状にあるため、通学時には通勤や

通学する人と本校児童で混雑する現状にある 

〈課題〉 

〇児童へ通学路の安全確保について、交通ルー

ル・マナーについての意識の高揚と自覚を図

り、日常生活における安全のための習慣を身に

付けさせることが課題である。 

・「礼を正し、

場を清め、時

を守る」学校

生活を基本と

した、師弟同

行の精神での

児童の人格形

成 

① 浦和別所小の生活のやくそくを各

教室に掲示し、各家庭にも配付す

る。 

② 毎月の安全点検や毎日の管理職に

よる見回りにより発見した危険個

所は、迅速に対処する。 

① 学校自己評価児童アンケートにお

いて「楽しく学校生活をおくって

います。」の項目の肯定的な回答

９０％以上となったか。 

② 学校自己評価保護者アンケート

「施設・設備の管理」に関する項

目で肯定的な回答を９０％以上と

することができたか。 

   

  

・児童主体によ

る「安全な登

下校」につい

てのルールづ

くり 

① 児童会の児童を中心として、学校

と児童の話合いによる意見交換を

行う。 

② 児童会の児童が中心となり「浦和

別所小の登下校のきまり」につい

て児童自ら考え、話し合い、決定

する。 

① 児童会の児童と教職員で安全な登下

校について意見交換をしたか。 

② 児童会の児童を中心とした児童主体

によるルールを作成できたか。    
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〈現状〉 

〇昨年度は第６学年で、今年度より第５・６学年にお

いて教科担任制を導入し、担当する教科に限って教

材研究することで、専門的に児童が学習を取り組め

るようになっている。 

〇今年度は、さいたま市人権教育研究校として算数

科・特別の教科道徳における実践について発表を予

定している。 

〈課題〉 

〇各教科においてＩＣＴを活用しているが、児童にと

ってより学習効果の高まる活用について検討してい

くことが必要である。 

〇学校課題研究における授業実践を重ね、浦和別所小

の学習ルールについて共通理解、共通指導を行って

いくことが課題である。 

・一人ひとり教

職員の指導力

向上に向けた

研修の充実と

働き方改革の

意識の醸成 

 

 

 

 

 

 

 

 

① エバンジェリストによるタブレッ

ト操作についての校内研修会を定

期的に行う。 

② 指導者を招聘して各学年の授業研

究会を年６回設定し授業実践を通

して、指導法について検討し改善

を図る。 

③ 月２回以上、全教職員対象とした

ノー残業デーを実施する。 

 

① ＩＣＴを活用による、多様な学び

の設定を全ての学級で行える状況

になったか。 

② 「よい授業アンケート」調査結果

において、全ての因子で市の平均

を上回ったか。 

③ 月２回以上のノー残業デーを職員

室内に掲示し意識を向上させた

か。 

 

 

 

  

 


